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市 立 池 田 病 院 

質 疑 回 答 書 

件 名 市立池田病院医療情報システム更新に係るシステム調達プロポーザル 

回 答 部 署 事務局 財務経営課 

番号 質    疑 回    答 

１ 

「【添付資料３】システム機能仕様書兼技術

回答書(様式 7)」のシート「3.オーダ」内に

下記項目がございます。現在 フィルム貸出

オーダ及び ME 機器貸出オーダについて

は、電子カルテとの連携は無いものかと存

じます。電子カルテと連携させる場合、連携

先のベンダ名およびシステム名お教えいた

だく事可能でしょうか。 

本件の連携先となる部門システムが別途選定

予定であるため、連携先のベンダ名およびシ

ステム名の現時点での提示はできかねます。 

２ 

「要求仕様書」の以下項目に国策の電子カ

ルテ情報共有サービス及び標準化(FHIR)対

応に関する記載がございます。 

・項目”5.システム基本要件”項番(20)(22  

・項目”8.調達対象システム”(ア)調達シス

テム一覧 項番 3  

電子カルテ共有サービス対応については、

サービス開始前ということもあり 

厚生労働省の公開する仕様の変更が今後も

発生する見込みであり、対象となる 3文書 6

情報の出力についても、今回調達範囲外且

つ次期ベンダ未確定の下記システムから出

力されている状態です。 

【対象となる文書情報及び現対応ベンダ】 

・健康診断結果報告書(テクノア) 

・診療情報提供書,退院時サマリ(インフォコ

ム)上記理由により、電子カルテ共有サービ

スについては、現時点で運用・導入が難しい

為、今回の導入については、弊社が提供でき

る範囲のご提案(必須オプション製品の導入

迄,運用設計及び貴院ご導入は別途ご相談)

とさせて頂きたく存じます。 

電子カルテ共有サービスについては、厚生労

働省が提示するロードマップにおいて、令和

７年１月からモデル事業が開始され、令和７

年４月からは本格運用を開始することが示さ

れています。当院としましても、国が進める

医療 DX に対応していくことは重要課題であ

ると認識しているところです。また、新シス

テムの稼働時期が令和７年度第 4 四半期とロ

ードマップの本格運用開始後であることか

ら、ぜひご提案いただけますようお願いしま

す。なお、運用設計及び導入に掛る費用につ

いては、御社に掛かる費用に限定しモデル事

業に準じて積算してください。 
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３ 

頂いた【添付資料 2】想定接続端末資料にお

きまして、458行目の事務業務用端末及び、

459行目の予備機に関して、デスクトップ、

ノートともにメモリの指定がございませ

ん。どのスペックの端末を用意させていた

だくべきでしょうか。 

【添付資料 2】想定接続端末資料におきまし

て、458 行目の事務業務用端末及び、459 行

目の予備機に関して、デスクトップ、ノート

ともにメモリ容量を８GBとしてください。 

４ 

「要求仕様書」の 4.本業務の範囲-(3)②「医

療情報システムに接続する医療機器との接

続を行うこと」という記載がございます。接

続対象となる医療機器は、現行接続範囲を

前提としたご提案および費用積算（医療機

器業者との調整も含む）という認識でよろ

しいでしょうか。 

本プロポーザルで対象とする医療機器の接続

は、導入システムと直接接続する機器に限ら

れますが、「要求仕様書」の５ システム基本

要件（3） 及び（5）を満たすように、電子カ

ルテシステムに接続する部門システム及びそ

の接続機器との連携及び調整をしていただく

必要があります。 

５ 

「要求仕様書」の 4.本業務の範囲-(5)③「専

任の講師を派遣のうえ、職員研修を実施す

ること」という記載がございます。 

当社ご提案システムの次期システム

「 LifeMark-HX 」 と 既 存 シ ス テ ム

「EGMAIN-GX」との操作性には大きな変

更がないため、専門講師による講義形式で

の研修は実施せず、新機能や追加機能に絞

った集合形式での説明会を他病院様でもご

提案させて頂いていており、問題も発生し

ていないため、本内容でご提案をさせて頂

きますが、問題ないでしょうか。 

「要求仕様書」の 4.本業務の範囲-(5)③「専任

の講師を派遣のうえ、職員研修を実施するこ

と」という記載については、「当院職員が電子

カルテの操作方法を習得する機会を設けるこ

と」が目的になります。この目的を満たすよ

うなご提案をしていただくようお願いしま

す。 

６ 

「要求仕様書」の 10.運用要件-(4)-(カ)①「部

門システムを含むネットワークに接続して

いる各サーバ及び各端末のシステム時計

を、定時更新／調整する機能を有すること」

という記載がございます。部門システムに

関しては、システム時計の同期を行うため

の情報や設定方法を適切に提供することで

対応することをご提案させて頂きますが、

問題ないでしょうか。 

問題ありません。 
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７ 

「要求仕様書」の 4.本業務の範囲-(6)①「リ

ハーサル計画の作成を支援すると共に、リ

ハーサル実施の際に医療情報システムの操

作について利用者を支援すること。リハー

サルの実施環境は、本番運用と同様の環境

を構築すること。」という記載がございま

す。当社ご提案システムの次期システム

「 LifeMark-HX 」 と 既 存 シ ス テ ム

「EGMAIN-GX」との操作性には大きな変

更がないため、全体でのリハーサルは実施

せず、新機能や追加機能に絞った部門個別

リハーサルを他病院様でもご提案させて頂

いていており、問題も発生していないため、

本内容でご提案をさせて頂きますが、問題

ないでしょうか。 

更新対象のシステムが多数の部門システムと

の連携を要すること、かつその構成が病院ご

とに異なることから、システム稼働後のトラ

ブルを最小限に抑え、スムーズな導入を実現

するためにも、全体リハーサルは必須である

と考えます。 

８ 

「要求仕様書」の 4.本業務の範囲-(8)①「契

約終了後の保守契約については、別途、協議

するものとする」という記載がございます。 

本内容はご提案させて頂いた内容含め、詳

細をご確認頂きながら保守費用含めた精査

を行われるという認識で相違ないでしょう

か。合わせて、市場環境の変更に伴い、人件

費やハードウェア保守部品の高騰・為替変

動などの影響による費用変動含め、保守契

約の見直しをご検討いただけるという認識

で相違ないでしょうか。 

「要求仕様書」の 4.本業務の範囲-(8)①「契約

終了後の保守契約については、別途、協議す

るものとする」の趣旨は、保守契約の範囲や

方法について適宜見直しを行うことです。ま

た、公平な業者選定とするため、原則、企画提

案時の仕様及び見積額での契約を想定してい

ます。なお、物価上昇率などの日本経済全体

への影響範囲は、これに限られたものではあ

りません。 

９ 

「要求仕様書」の 5.システム基本要件につ

いて、条件内容は部門システムを除き、電子

カルテシステムのみを想定した条件という

認識で相違ないでしょうか。 

5.システム基本要件は、医療情報システム全

体を対象としており、電子カルテシステムに

限定した条件ではありません。ただし、各項

目はシステム全体として評価した場合に条件

を満たしていれば十分であり、個々のシステ

ムがすべての項目を満たすという条件ではあ

りません。 
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１０ 

「要求仕様書」の 10.運用要件-(1)-(ア)利用

者認証①の二要素認証について、 

二要素認証の導入対象は、電子カルテシス

テムのみという認識で相違ないでしょう

か。 

二要素認証の導入は、すべてのシステムが対

象です。ただし、個々のシステムに二要素認

証機能を実装するのではなく、端末へのログ

イン時に二要素認証を行うことを想定してい

ます。 

１１ 

「要求仕様書」の 10.運用要件-(2)のバック

アップ要件について、 

条件内容は部門システムを除き、電子カル

テシステムのみを想定した条件という認識

で相違ないでしょうか。 

お見込みのとおりです。企画提案書で提案す

るシステムが対象となります。 

１２ 

要求仕様書 10.運用要件-(4)-(ク)の標準化に

ついて、確認事項がございます。現状、全て

のデータが標準マスタではないと認識して

おります。そのため、システム更新の際に全

てのデータを標準マスタへ切り替えること

は、貴院と弊社双方にとって困難な作業と

なると予想されます。つきましては、標準化

に関するご要望について、改めてご確認い

ただけますでしょうか。 

要求仕様書 10.運用要件-(4)-(ク)④についてで

すが、当院が必要と認める場合に、標準化マ

スタへの切り替え等が可能であることを求め

るものです。 

１３ 

要求仕様書 11.保守要件-(2)で記載されてい

るシステムの遠隔保守について、基本的に

は電子カルテシステムや一部の部門システ

ムという認識で相違ないでしょうか。遠隔

保守などが必要ないシステムや、遠隔保守

を一律対応することにより、保守費用アッ

プにつながるシステム等は費用的にも内容

的にもベストな保守のご提案させて頂きた

いと考えています。 

相違ありません。なお、部門システムの遠隔

保守については、部門システムの調達の中で

別途検討する予定です。 

  


